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海外事情

で、時々ワルシャワへ往復6時間電車に乗って
調達をしたり、隣町のビドゴスチより格安飛行
機を利用してロンドンへ入り食材の買い出しをし
ます。

少し残念なのはゴルフです。冬場はクロー
ズの期間が長いこともありゴルフ場はいまだに
ポーランド内で約10 ヵ所しかなく、プレーの機
会はあまりありません。トルンには6ホールの
ショートコースがありますので当日にでも気分次
第でプレーできます。

ちなみに私は学生時代から続けていたグラン
ドホッケーを継続したく、こちらのクラブチー
ムに入れてもらい汗を流しています （トルンには
立派なホッケー専用競技場があります）。

終わりに
ポーランドは、過去には大国に挟まれていた

ことで侵略を受け地図上から国名が消えた時
期もあり、首都は破壊されるなど、あまりにも
悲劇的でありました。

実際にはポーランド国民は比較的穏やかで
明るく愛国精神にあふれ、家族と自然を大切に
するので私は日本にいた時とのこちらに来て感
じたギャップには驚かされることもあります。民
主化から約20年程度でまだまだ激しい経済・
産業の競争には不慣れでありますが、経済成

長の見込まれる国であることは前述の通りであ
ります。

ちなみに稲畑ポーランドは、2006年の8月に
設立いたしました。主は液晶部材の加工・販売
や太陽電池部材・プラスチックの拡販を行って
おり現在の社員数は私を入れて4名と小さい会
社であります。

まだまだ新しい会社で前任者が苦労して立ち
上げた会社をしっかりと軌道に乗せていくのが
私の使命であります。経済情勢は目まぐるしく
変わりますが、ビジネスの拡大と世のために役
立つことを常に意識し社員とその家族がいつま
でも幸せに暮らせることを祈っています。つい
先日も社員の誕生日には、ささやかですが皆で
ケーキを買ってお祝いをしたり花束をプレゼント
したり、時には皆で食事をしたりと心温まるこ
とに気付けたことは私にとってとてもプラスであ
ります。

ポーランドは2010年の南アフリカでのサッ
カー Wカップには出場できませんでしたが、
2012年のサッカー欧州選手権は開催国（ウクラ
イナと共同開催）に決まっています。今年はショ
パンイヤーでもあり数多くのイベントが行われま
す。芸術・文化・産業にますます発展する“美
しい時代への過渡期”であるポーランドに、ぜ
ひ1度お越しください。
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